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感音系難聴52耳は全例 5mmHg 以下で|易転。伝音系難聴では， 1) 耳管狭窄症41耳中35耳 (85~ぢ)が10
mmHg 以下で陽転。 2) 慢性穿孔性中耳炎 51 耳中 41耳 (80%) が 20--40mmHg で陽転。 3) 鼓膜癒着
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ころ，これ等にあまり関係なし全例 6mmHg 以下で|易転したョ そこでこの周波数，強さ力11圧周期を適
当にきめ，各種の難聴者に同様の検査を行った。
!譲音系難聴52耳は全例 5mmHg 以下で陽転。伝音系難聴では，
1 )耳管狭窄症41耳中35耳 (85%) が 10mmHg 以下で陽転。
2) 慢性穿孔性中耳炎51耳中41耳 (80%) が20"-'40mmHg で陽転。 3) 鼓膜癒出19耳斗'15耳 (79%)














1) 陽転値が 5mmHg 以下のものは伝音系は略正常。
2) 陽転値が 20mmHg 前後のものは伝音系の軽度固着。
.3)陽転値が 40mmHg 前後のものは伝音系の巾等度固着。
4) 陽転値が 40mmHg またはそれ以上のものは伝音系の高度固着。
この様に著者の考案した外耳道動的加圧検査法は内耳歪を利用し低音の伝達能力を測定して伝音系の押
牲の変化即ち固着度を量的に測定するもので従来の外耳道加圧検査とその原理が全く異るものである。
以上の如く，乙の検査法は新しい原理を応用したもので，装置及び検査手技が簡単であるから臨床的に
各種難聴者に広く適用することが出来，伝音感音難聴の鑑別，伝音難聴の手術万針決定の--fJ}J となし得る
ものであるとの意味において学位論文としての価値を有するものと思われる 9
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